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ひと口に「朝市」と言っても様々なタイプがある！ 

 
 私たち「かながわ朝市ネットワーク」では、朝市、昼市、夕市を含めて「朝市」（※）と総称してい

ます。神奈川県内各地で「朝市」が実施されており、現在５７か所での実施を確認していますが、実数

はもっと多いものと推測されます。 
 ひと口に「朝市」と言っても、実施時間、実施場所、実施団体によって様々なタイプに分けることが

できます。 
※当稿では、朝市、昼市、夕市を総称したものを「 」付きの「朝市」と表記します。 
 

 ■朝一番短時間型 vs 長時間滞留型 
         実施時間で分けると、朝早い時間に１時間半あるいは２時間程度の短時間実施する「朝市」と、 

３～４時間掛けてやる長時間滞留型があります。昼市や夕市は長時間滞留型が多くなっています。 
朝一番短時間型は、店の営業が始まる前に終わる場合が多いので、その日も通常通り店を営業す 

ることが可能になります。しかし、事前の準備や朝市での販売を考えると体力的にキツイのも事実 
ですが、効率的な朝市の実施が期待できます。 

長時間滞在型は、イスやテーブルを用意して、お客様が休憩したり買った物を飲食できるコーナ 
ーの設置が必要です。また、地元の学校や住民によるバンド演奏などを取り入れて、お客様の足を 
留める要素も必要です。子供向けにザリガニ釣りなどのイベントやゲームを組み込むと、ファミリ

ー客の集客を図ることができます。 
 朝一番短時間型の場合、開始から３０～４０分で人出が引いてしまうケースが多いのが現状です。

短時間型と言えども、長時間型と同様にお客様の足を留めるような要素を取り入れることが求めら

れます。短時間型、長時間型にかかわらず、「朝市」は商品売買の場だけではなく、出店者と地域

住民、地域住民同士のふれあいと交流の場であるという基本認識のもとに内容を考えることが必要

だと思われます。 
   
 
 
 
 
 
 
 
  
 ■路線型 vs 広場型 

      実施場所で分けると、商店街の各店の前に出店する路線型と、出店ブースを広場に集めて実施す 
る広場型があります。路線型は、商店街そのものが「朝市」の会場なので商店街の賑わいづくりに 

 

  
長時間滞在型の津久井昼市 朝一番短時間型の二宮朝市 



直結しており、店の認知度を高めて、その後の来店促進につなげやすくなります。路線型の場合、 
出店ブースが飛び飛びにならないような会場構成に留意する必要があります。また、商店街の空き 
地などを利用して、イス、テーブルを設置した休憩コーナーがあると、より賑わいのある「朝市」 
にすることができます。 
 神奈川県内の多くの「朝市」は広場型です。この場合、「朝市」へ来場したお客様に自店を紹介

したチラシなどを配布して来店促進を図ることが求められます。また、相模原・古淵の朝市では、

商店会の工業系の会員（工務店、電気工事店、塗装店など）の紹介ブースを設置して「朝市」を広

報の場として活用しています。このように広場型では、特に自店や商店会会員の紹介に注力してい

くと、より効果的な「朝市」になります。 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 ■生産者主体型 vs 生商連携型 

    実施団体で分けると、農業者や漁業者が主体となって実施している生産者主体型と、商業者と生 
産者が連携して実施している生商連携型があります。以前から行われている「朝市」は生産者主体 
型が多いのですが、最近は生商連携型が増えてきているようです。生商連携型の魅力は、新鮮な農 
水産物とともに、商業者のバラエティに富んだ商品が品揃えされている点にあります。また、地元 
の農水産物を使って新たな商品やメニューを開発する動きも出てきています。「朝市」をきっかけ 
に、生産者と商業者の連携活動がさらに活発化されることが期待されます。また、これが真の地域 
の活性化につながっていくものと思われます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■様々なタイプを合わせた複合型の事例：山北駅前商店街の朝市と夕市 
   山北駅前商店街では、平成１９年１１月より第一日曜日に朝市を実施してきました。これは、【朝 

一番短時間型・広場型・生商連携型】の朝市です。今ではすっかり定着し、多くのお客様が毎月の 
朝市を楽しみにしていますが、必ずしも普段の商店街での買物客になっているとは言えないのが現 
状です。そこで、商店街にもっとお客様を引き込もうと、今年から夕市をスタートさせました。こ 

  

  

路線型の横浜山元町２丁目朝市 広場型の相模原・古淵朝市 

生産者主体型の茅ヶ崎海辺朝市 生商連携型の平塚朝市 



れは、【長時間滞留型・路線型・生商連携型】で、午後３時から７時まで、商店街の各店の前に特 
売品を並べたワゴンを設置するとともに、商店街の中にある銀行の駐車場を利用して生バンド演奏 
や落語、南京玉すだれなどを実施しました。いつもの朝市と違って多くのファミリー客で賑わいま 
した。このように違ったタイプの「朝市」を組み合わせることで、幅広い客層を集客していくこと 
も必要だと思われます。 

   
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
山北駅前朝市 山北駅前夕市 


